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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会

　
副
会
長
　
相 
　
澤
　 

克
　 

也

あ
の
、
豪
華
客
船
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
て
、
よ

も
や
他
人
ご
と
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
よ
う
に
春
が
来
て

終
息
す
る
と
誰
も
が
思
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

二
か
年
に
わ
た
り
、
最
近
は

オ
ミ
ク
ロ
ン
と
い
う
新
型
ウ

イ
ル
ス
が
は
や
り
始
め
日
本

経
済
へ
の
影
響
は
大
き
く
、

子
ど
も
た
ち
の
就
学
現
場

に
、
一
般
社
会
に
、
あ
ら
ゆ

る
多
く
の
活
動
を
封
じ
て
い

ま
す
。
全
国
各
支
部
の
皆
様

も
、
マ
ス
コ
ミ
情
報
を
気
に

か
け
、
あ
の
手
こ
の
手
で
二

度
も
三
度
も
計
画
変
更
を
与

儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
事
業
を

続
け
て
お
ら
れ
る
事
に
は
、

深
く
敬
服
を
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
年
度
も
間
も
な
く
年

度
末
を
迎
え
ま
す
。
新
し
い

事
業
計
画
と
新
年
度
予
算

案
を
立
案
し
、
春
の
総
会

を
心
待
ち
に
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
事
で
し
ょ
う
。
初
夢

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
三
月

頃
の
あ
る
日
、
忽
然
と
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
消
え
去
り
、

七
色
の
大
き
な
虹
の
架
け

橋
が
日
本
国
内
は
言
う
に

及
ば
ず
、
全
地
球
上
に
現
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

春
季
善
行
表
彰
式
・
６
月

の
定
期
総
会
・
全
国
支
部
長

会
議
・
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
の

ご
接
見
の
儀
・
秋
季
善
行
表

彰
式
を
全
国
の
善
男
善
女

が
、
あ
の
暗
闇
が
嘘
の
よ
う

に
消
え
去
り
、
満
面
の
笑
み

で
近
し
く
喜
び
を
称
え
て

開
催
出
来
る
日
が
到
来
さ

れ
る
事
を
願
っ
て
、
そ
の
日

の
来
る
ま
で
体
力
を
保
持

し
バ
ッ
テ
リ
ー
を
充
電
し

て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

会
員
の
皆
様
と
善
き
人
た
ち
の

集
い
が
　
大
勢
の
皆
さ
ん
と

笑
顔
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
夢
見
て

本
会
副
会
長
・
前
橋
支
部
長
、

相
澤
克
也
氏
が
昨
年
秋
、
令
和

三
年
度
秋
の
国
家
褒
章
に
て
永

年
に
わ
た
る
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動

が
認
め
ら
れ
、
そ
の
、
功
績
を
称
え
ら

れ
て
藍
綬
褒
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
ご
報
告
と
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
て

一
層
の
善
行
会
活
動
と
世
の
た
め
、
人

の
た
め
に
ご
活
躍
を
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
し
本
紙
面
を
お
借
り
し
報
告
し
ま
す
。

祝

〈
新
支
部
長
の
抱
負
〉　
栃
木
県
南
支
部
長
　
眞
尾
　
博

こ
の
度
、
一
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会

栃
木
県
南
支
部
を
発
足
し
、
初
代
支
部
長

と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し

た
眞
尾
博
と
申
し
ま
す
。
栃
木
県
南
支
部

は
、
足
利
市
、
小
山
市
、
栃
木
市
、
佐
野

市
と
四
市
で
共
同
の
目
標
を
も
っ
て
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
松
本
カ
ネ
子
宇
都
宮
支
部
長
の
力
添
え
、
ご

指
導
に
よ
り
今
年
、
令
和
三
年
六
月
十
六
日
の
一
般
社
団
法
人

日
本
善
行
会
総
会
に
お
い
て
認
め
ら
れ
、
栃
木
県
で
二
番
目
の

支
部
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
発
足
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
の
た
め
、
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
時
間
ば
か
り
過
ぎ
る
中
、
令
和
三
年
度
秋
季
善
行
表

彰
受
賞
者
が
決
定
し
た
と
連
絡
が
あ
り
名
簿
を
見
て
四
市
で
六

名
の
受
賞
者
が
い
ま
し
た
の
で
発
会
式
と
伝
達
式
を
同
時
に
開

催
し
よ
う
と
考
え
実
行
し
ま
し
た
。
十
二
月
五
日
、
日
本
善
行

会
栃
木
県
南
支
部
発
会
式
・
令
和
三
年
度
秋
季
善
行
表
彰
伝
達

式
は
足
利
市
長
を
迎
え
二
十
三
名
の
出
席
で
開
催
し
、
善
行
精

神
を
普
及
し
、
明
る
い
心
豊
か
な
生
活
が
出
来
る
社
会
環
境
づ

く
り
を
目
標
に
か
か
げ
前
に
進
む
所
存
で
す
。
今
後
は
、
本
部

並
び
に
各
支
部
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
く
新

支
部
長
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〈
伝
達
式
〉
本
部
常
務
理
事
の
松
本
カ
ネ
子
氏
を
招
き
、
眞
尾

博
支
部
長
か
ら
は
、
県
南
地
区
に
は
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ア
、
無

償
で
活
動
努
力
し
て
い
る
善
行
者
が
埋
も
れ
て
い
る
、
努
力
し

て
い
る
方
に
表
彰
の
機
会
を
増
や
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま

た
、
来
賓
の
早
川
尚
秀
足
利
市
長

の
祝
辞
で
は
「
一
日
一
善
の
言
葉

が
あ
る
、
多
く
の
市
民
が
善
行

を
行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
明
る
い

社
会
が
実
現
す
る
」
と
の
言
葉
が

あ
っ
た
。
次
い
で
、
令
和
三
年
度

秋
季
善
行
表
彰
受
賞
者
へ
の
伝
達

式
が
行
わ
れ
た
。
伝
達
式
の
後
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
受
章
者
か
ら
の

活
動
報
告
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
善
行
会
県
南
支
部
の
発
会

で
、
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

栃
木
県
南
支
部
発
足

名
古
屋
支
部
発
足

設
立
総
会
を
開
催

従
来
、
愛
知
県
支
部
で
活

動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
た
に
名
古

屋
支
部
と
し
て
、
野
瀨
支
部

長
を
中
心
に
三
十
五
名
の
会

員
で
始
動
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
三
年
五
月
十
五
日
に
正

式
に
発
足
い
た
し
ま
し
た

が
、
発
足
当
時
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
総
会
の
開
催
を
見
送
り
ま

し
た
。
こ
の
度
、
十
二
月
五

日
（
日
）、
い
ま
だ
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
役
員
を
中
心
に
縮
小
し

て
設
立
総
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

令和三年度

秋季善行表彰

受賞者伝達式
【
釧
根
支
部
】

今
年
度
の
伝
達
式
は
諸
々

の
情
勢
を
勘
案
し
な
が
ら
、

細
心
の
注
意
を
払
い
挙
行
致

し
ま
し
た
。
釧
路
市
、浜
中
町
、

白
糠
町
の
三
市
町
か
ら
受
賞

者
、（
二
団
体
・
五
個
人
）
を

祝
う
会
と
な
り
、
十
名
を
超

え
る
参
加
者
を
得
て
、
コ
ロ

ナ
禍
な
り
に
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
栄
誉
を
心
か
ら
祝

福
し
、
に
ぎ
や
か
に
そ
し
て
温

か
く
そ
の
功
績
に
触
れ
合
い
交

流
す
る
様
は
、
ま
さ
に
善
行
会

ら
し
い
時
間
。
恒
例
の
大
合
唱

を
経
て
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く

る
そ
の
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

凝
縮
し
ま
し
た
。

集
い
方
は
数
あ
れ
ど
、
大
切

な
の
は
心
か
ら
祝
福
す
る
気
持

ち
、
そ
の
も
の
が
集
う
事
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら

も
、
釧
路
・
根
室
の
隅
々
ま
で

見
渡
し
て
、
推
薦
を
続
け
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
香
川
県
支
部
総
会
】

十
二
月
五
日
、
表
彰
伝
達

式
終
了
後
、
令
和
三
年
度
総

会
を
開
催
し
議
案
書
の
と

お
り
承
認
を
頂
き
終
了
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
懇
親

会
を
行
い
、
受
賞
者
を
交
え

て
の
宴
会
は
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
、
各
受
賞
者
か

ら
受
賞
の
喜
び
と
現
在
の

活
動
状
況
の
報
告
な
ど
で

歓
談
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
一
日
も
早
い

終
息
を
祈
り
つ
つ
散
会
い
た

し
ま
し
た
。
な
お
、
特
別
善

行
表
彰
受
賞
者
三
名
が
西
村

支
部
長
と
大
捕
副
支
部
長
と

共
に
十
月
に
有
福
坂
出
市
長

と
平
岡
善
通
寺
市
長
表
敬
訪

問
を
行
い
ま
し
た
。

【
福
岡
県
福
岡
支
部
】

令
和
三
年
度
秋
季
善
行

表
彰
伝
達
式
を
、
十
二
月 

二
十
六
日 

十
時
三
十
分
か

ら
、 

太
宰
府
市
い
き
い
き
情

報
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
会
議
室

で
開
催
し
た
。

司
会
は
大
槻
事
務
局
長
、

開
会
・
閉
会
の
挨
拶
は
古
屋

啓
二
郎
理
事
が
担
当
、
鳥
巣

支
部
長
挨
拶
の
後
、
日
本
善

行
会
勝
野
堅
介
会
長
の
祝

電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。

ご
来
賓
の
楠
田
大
蔵
太
宰
府

市
長
祝
辞
の
後
、
市
長
か
ら

受
賞
者
一
人
一
人
に
表
彰
状

と
善
行
章
が
手
渡
さ
れ
た
。

受
賞
者
に
は
記
念
品
と
し
て

梅
園
菓
子
を
贈
呈
し
た
。

【
西
東
京
支
部
】

十
二
月
八
日
、
西
東
京
支
部
で
は
地
域
貢
献
、
青
少
年
育
成

で
秋
季
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
猫
の
あ
し
あ
と
」

代
表
岸
田
久
恵
さ
ん
へ
の
表
彰
状
贈
呈
式
が
元
角
昌
三
支
部

長
、
中
衆
司
副
支
部
長
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

岸
田
代
表
は
元
中
学
校
の
先
生
で
、
や
は
り
中
学
校
の
教
師

だ
っ
た
ご
主
人
と
一
緒
に
私
財
を
投
じ
て
公
立
高
校
を
目
指
し

な
が
ら
家
庭
の
環
境
で
塾
へ
通
え
な
い
中
学
生
に
一
〇
年
間
に

亘
り
無
償
で
受
験
教
室
を
開
い
て
い
る
。
教
室
で
は
代
表
自
身

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
が
教
え
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
食
堂
を
運
営
し
て
夕
食
を
提
供
、
週
二
回　

田
無
駅
南
口
で
食
料
の
無
償
配
布
を
行
っ
て
、
多
く
の
方
々
か

ら
感
謝
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
資
金
不
足
で
住
ま
い
に
困
っ

て
い
る
若
い
女
性
た
ち
に
住
ま
い
の
提
供
も
行
っ
て
地
域
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。


